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植
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八
世
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至
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は
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論
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in 

the 

Unit
e
d 

states, 

(
I

8
S
P
)

に
於
て
來
國
經
濟
學
の
不 

進
に
就
い
て
次
の
如
く
述
べ.て
ゐ
る
。

「

米
固
は
新
事
實
の
歸
納
：的
硏
究
に
ょ
.つ
て
宵
の
科
學
に
獨
創
的
な
大
き
な
貢 

献
を
爲
す
も
の‘ビ
他
國
に
比
し
て
當
然
期
待
し
得..る
國
で
あ
：，る
。.舊
世
界Q

經
濟
現
象
ヒ
新
世
界
の
そ
れビ
の
或
相 

違
、
比
類
な
き
急
速
な
そ
の
物
質
的
發
達
、
新
奇
な
自
然
的
及
び
'政
治
的
狀
態
' 

歐
洲
諸
.國
の
人
々
が
：蒙
れ
る
諸
制 

限
を
免
れ
居
る
事
、
君
主
政
體
、
貴
族
階
級
ぜ
導
的
分
子
、
並
に
之
.等
'.が
生
產
及
び
分
配
_に
»

な
い
事
は
最
も
有
盤
な
獅
察
場
を
康
：開
す
：る
樣
に
：思
.
«れ
る
。.又
或
國
の
全：

經
濟
的
^
達
0

最
重
要
部
分
が
未
だ
記 

憶
に
新
な
る
時
代
に
行
は
れ
た
國
に
於
て
はi

此
大
な
る
發
達
；の
達
せ
れ
た
そ0
»
會
進
化
の
法
則
に
關
し
て
何
等 

か
重
喪
な
發
見
が
行
：は
れ
得
る
で
あ
ら
ぅ
ど
期
待
ず
る
の
は
故
な
■き
事
で
は
：な
か
ら
ぅ0」

然

る

に「

米
國
の
^
濟
學 

は
主
^
し
で
隊
洲
か
ら
の
輸
入
：品
で
あ
つ
て
獨
創
的
發
達
を
遂
げ
た
も
の
で
，な
い
。‘
そ
れ
は
四
隣
の
現
象
の
歸
納
的 

硏
究
は
極
め
て
僅
し
か
行
は
す
し
て
そ
の
大
部
分
は
一
.般
的
假
定
か
ら
行
ふ
.«
»
法
：に
從
つ
：て
ゐ
る
の
で
あ
る

」

ヾ

」

。

.
英
國
歷
史
.派
の
開
拓
者
た
る

L
e

i

の
不
滿
が
前
述
の
如
き
有
，望
な
特
異
のft
#
的
經
濟
的
狀
態
に
あ
ぅ
な
が
ら 

第

二
十

卷(

ニ
五
七)

米
國
經
濟
學
の
歴
史
的
瞥
見.. 

.第
九
號
；

5
b



:ベ，̂，'，咐 2卿湖'!W 件螺积酬縱嫩^ 迎̂ ^

第U

十

卷

(
1
1

五
6

米
國
經
濟
學
の
歴
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九

被
.
一
〇
八
''

-

米
國
，に
：於
て
之
に
歸
納
的
硏
究
の
試
み
ら
れ
：な
か
：：つ
た
點
に
あ
る
.の
は
當
然
：の
：事.で
あ
，A
う
。
#
ら
ば
此
經
濟
學
不 

進
の
原
因
は
何處

に
あ
る
か
。
，
.
知
的
能
力
の
欠
乏
に
よ
る
の
で
はな

く「

そ
：の
®
因
の
®

も
®
著
な
も
の
は
大
陸
の 

自
然
的
資
源
"
國
內
の
.商
業
ど
移
住
の
.便
利
な
：る
事
年
、

1

方
，で
は
一
一
太
洋
に
よ
つ
て«

«

#の
最
も
®
大
な
»

»
か 

ら
分
離
せ
る
事
を
併
せ
包
：含
し
た
る
地
文
學
の
部
門
に
分
た
れ
得
る
も
の
で
奴
る

」

ビ

パ

今

r
e
s
K
e

め
說
ぐ
處
を
要 

約
し
.て
み
る
に
人
類
の
精
神
的
活
動.の
大
部
分
城
白
常
.の
*
狻
に
働
き
そ
の
餘
剩
が
學
義
方
而

Q

開
發
に
^

る
の
で
あ
る
。
然
る
に
自
然
的
資
源
：の
非
常
に
豐
饒
な
る
^
次
非
常
に
之
の
欠
乏
せ
る
ィ
レ
の

-
つ
の
相
反
す
る
自
然 

的
環
境
は
共
に
-i
f
fい
知
的
發
達
の
«
圍
を
制
限
す
る
傾
向
，が
，あ
るo

即
ち
そ
の
後
者
の
例
は
.
'

L
a
p
l
a
n
d

やG
r
e
s
l
a
l
l
d

 

に
見
^W

こ
ろ
で
あ
り
又
前
者
.の
實
例
は
米
國
で
あ
.る
o
自
然
の
資
源
の
豐
富
な
新
#
界
の
，開
發
.に
國
民
の
精
神
が 

向
け
ら
れ
て
フ
富
|1
關
す
る
理
論
の
硏
究
ょ
ぅ
:.
%
寧
ろ
實
際
に
富

(7
)
獲
得
に
向
け
ら
れ
た
ヒ
去
ふ
事
が
斯
學
の
.發
達 

を
爲
名
に
茧
.
ら

な

，
か

つ

た

一

原

因

.

で
あ
る
<£
共
に
，
又
葡
世
界
，
殊
！

i

英
佛
に
於
て
は
幾
：多
の
繁
急
な
解
決
を
.要
す 

る
經
濟
上
の
拙
題
が
發
生
し
之
あ
る
が
爲
め
に
Q

i

g

y出

でA
d

i

功
|
1
1
-
出
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
>
此 

樣
な
富
に
關
す
る
問
題
が
米
國
に
は
全
く
發
生
せ
す
或
は
發
生
す
る
こ
ど
あ
る
も
此
較
的
重
大
で
な
か
つ
た
事
が
叉 

そ
の
原
因
で
あ
る
ビ
。(Leslie, 
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(

100
7
6ン
こ
於
て
米
國
の
過
^

一
&
€
こ

亘
る
經
濟
學
の
發
達
を
槪
括
し
て

「

合
衆
：國
は
經»
理
論
.の
實
際
的
逾
用
に
大
な
る
直
接
の
刹
害
關
係
あ
り
し
に
も 

拘
は
ら
ず
そ
の
现
論
の
骰
達
に
姑
何
等
贯
献
す
る

5

こ
ろ
が
な
い」

ど
稱
し
1
X 
M
i 

P
L

 

H
a
n
e
y

の
如
き
今
日
ま 

で
-の
發
達
を
見
る
も

「

米
國
經
濟
學
派
ビ
い
ふ®
!
&荀

且

云
.は
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
，
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a
r
e
y

 

y
」

そ

の

門

^
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在
し
な
か
つ
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*:
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\
〇
；卜 

代
の
#
ん
な
る
保
護
政
策
運
動
に
際
し
て
.A

m
e
r
i
c
a
n
'
s
y
s
t
e
m

な
る
务
稱
ば
高
率
の
轍
入
稅
赋
課
ど
國
內
の
資
源 

開
發
ど
の
政
策
に
用
ひ
ら
れ
た
。
そ

し

てFriedr〖c
h
:
c
s
t

は
之
を
以
てA

d
a
m

 

S
m
i
t
h

の

r
H*
ー
界
主
義
ー
に
對
す 

る
反
動
な
>

’/

」

し
て「

米
國
經
濟
學」

な
る
名
稱
を
與
へ
た
。C

M
.
.
E
'
H
i
s
,

 

F
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I
s
f
, 

1
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0
7
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F. 

W
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T
a
u
s
s
i
g

は

此A
m
e
r
i
c
a
n

 

s
y
s
t
e
m
.

な
る
運
動
は
寧
ろ
政
治
史
上
の
ー
柿
話
で
あ
9
て
之
に
比
す
れ 

ば

C
a
r
e
y

一
 

派
は
米
國
學
派
の
名
は
妥
當
な
る
も
の
が
あ
る
ミ
运
ふ
0
即
ち「

|1£
€ぢ
&
"
の
地
代
論
どM

a
l
t
b
u
s

の 

人
ロ
論
に
#
す

る

反

麟

樂

天

主

義

、
保
» .
政
策
の
中
|張
，等
は
何
れ
も
肥
沃
廣
大
な
，土
地
を
#
し
人
ロ
マ」

富
«
急
速 

に
.增
加
し
而
も
舊
世
界
の
社
會
を
惱
す
檬
な
雛
問
題
に
は
㈣

遇
せ
：す
時
.̂
共
に
產
業
の
進
§

達
し
つ
ゝ
あ
る
此
新 

興
共
浪
國
の
經
濟
狀
態
に
相
應
し
い
も
の
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
てC

a
r
e
y

の
學
.說
，は
米
國
流
.で
あ
り
又
合
衆
國
が 

之
れ
ま
で
.經
濟
學
上
に
與
へ
た
«
も
顯
著
な
實
献
で
あ
る」

.
1

5

0
 

而

もC
a
r
e
y

に
就
い
て
はS

e
H
g
m
a
n

の
如
き「

そ
の
當
時
彼
の
振
づ
た
勢
カ
，は
：大
で
あ
つ
た
が
後
代
の
人
は
經 

濟
學
に
_
す
る
彼
の
實
献
中
に
殆
ざ
永
久
#

價
値
を
見
出
さ
ぬ」

，7a

稱
し
ペE

s
s
a
y
s

 

in 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 

pp. 

I
t
-
1
4
2

ン 

又

J. 

H., H
o
l
l
a
n
d
e
r

は

「

o

p

g
の
業
歡
を
以
て
建
設
的
の
學
說
或
は
永
久
的
影
響
の
も
の
よ
り
は
寧
ろ
地
方
的 

な
一
，時
の
四
圍
の
事
情
に
よ
つ
て
激
_
さ
れ
た
透
徹
し
.た
批
評
で
あ
る」

f

み
ふ
o'
然
ら
ば
他
に
米
國
經
濟
學
派
な 

る
も
の
が
存
在
し
た
で
あ
ら
ぅ
か
ど1K

ふ

にH
o
l
l
a
n
d
e
r
,

は

「

米
國
の
經
濟
.？|
情
,
政
治
組
織
社
會
紺
織
並
.に
敎
育 

方
法
の
«
著
な
る
#
徵
は
米
國
に
於
け
る
：經
濟
思
想
並
：に
そ
の
著
作
に
明
'か
な
影
；響
を
及
ぼ
じ
た
o 

0
$

に
於
て
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十
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米
國
猶
濟
學
の
歷
史
的
瞥
見 

ニ

o 

『

米
：國
學
派』

w

い
ふ
名
稱
は
對
す
る
の
論
據
は
存
在
す
る」

V 」
。

S)

併
し
之
れ
だ
け
の
理
由
を
擧
げ
た
の
で
は
一

學
派
成
立
可
能
の
背
景
を
述
ベ
た
ま
で
^
あ
つ
て
そ
の
存
立
の
論
據.VJ

し
て
は
漠
然V 」

し
て
薄
«
な
嘯
が
せ
ら
れ
る 

の
で
あ

るo

(

s
 Taussig 

及
び Hollander 

の
首
は Palgrave 

辭
典
の
第
一
卷
へ
寄
稿
.の
 

s 

American 

s
e
l
l

 

of 

pen deal 

Economy、
pp.

3
7-300(

H
l
s
%

) p
p
,

ooo^slI(HOIIaIlder)

i-^
^
o

ニ

'. 

•
 

■

3
3
u
n
b
a
r

或

は

b
@
ぎ
の
評
論
起
草
當
時
は
勿
論
の
.事
今
'日
の
發
達
し
た
る
米
國
の
經
濟
學
に
對
し
て
も
猶
英
國 

の
古
典
學
派
或
は
.獨
乙
の
歷
史
學
派
に
相
對
す
る
樣
な
意
味
，に
.

於
：：

て
の
所
.謂
米
國
學
派
な
名
ぁ
の
.、

存

在

を

主

®

す
 

.る
學
者
が
.あ
る
な
ら
ば
或
：は
今
猶
来
國
の
經
濟
學
に
«
求
だ
斯
る
名
稱
：に
値
す
る
だ
け
に
康
箸
な(

る
特
徵
存
在
せ
す 

ど
し
て
之
に
反
對
す
る
人
も
多
々
あ
る
で
あ
、ら
ぅ
。
勿
論
過
去
に
於
け
る
米
國
の
經
濟
學
に
何
等
の
特
徵
が
存
し
な 

か
つ
た
ど
云
ふ
事
は
出
來
な
い
。
旣

に

1

0

も
之
を
認
め
て「

米
國
の
：經
濟
學
は
何
等
特
徴
を
有
せ
す
或
は
又 

そ
の
硏
究
に
ょ
ぅ
學
.び
獨
る
ど
こ
ろ
殆V 」

な
し
S
云
ふ
は
誤
り
た
る
斷
案
で
あ
る」

ど
し
て
、
米
國
の
經
濟
學
說
は 

說
明
の
明
確
S
新
奇
な
實
例
ぐJ

の
外
に
猶
著
し
い
特
徵
あ
.

CVVJ
し
て
四
項
目
に
分
つ
て
之
を
詳
細
に
說
い
て
ゐ
る
。 

今
そ
.の
大
樣
を
述
べ
れ
ば
，(

o
p
.
c
r
p
p
.

 

1
3
3
-
1
4
2
*

參
照) 

I

(

一〕

殆
ご
藤
て
の

經
濟
論
者
^

一
致
し
て

g

&

l 
.
の

人

口

論

を

排

斥

し

或

は

文

實

際

上

t
要
な
る
も
の
に
あ

ら
す
ビ
し
て
看
竭
し
て•ゐ
る
。
自
出
論
者
保
誰
論
者
は
勿
論
、
他
.の
點
で
は
全
く
說
を
興
に
す
る

H
e
n
r
y

 

G
e
o
r
g
e

 

の
如
き
も
此
問
題
で
は.

相
： .， 1

致
し
て
.&
.
.7J
0
..

.
-
.
:

-
 

-

C 
ニ)

神
舉
的
分
子
の
著
し
き
こ

V」

で
あ
る
。
米
國
で
は
神
學
は
經
濟
學
の
支
柱.で
あ
る
。M

a
l
t
h
u
s

の
ム
3
>
湖
0 

■
,
 

炎
さ
もI

r
に
於
て
之
は
無
刺
論
で
あ
つ
て
地
上
に
滿
ち
溢
れ
さ
せ
ん
ヾ

」

す
る
天
誠
に
ー
ス
す
る
も
の
で
あ
るV
Jて
反 

駁
さ
れ
た
。
M 1
の
意
志
£
企
圖
に
關
す
る
顧
說.は
保
議
論
者
_に
も
自
由
論
者
に
も
そ
の
理
論
を
支
持
す
る
爲
め
に
用 

ひ
ら
れ
た
。
然
ら
は
斯
る
特
色
は
如
何
に
し
て
發
生
し
た
か
。
そ
の
ー
原
因
は
主
な
る

.米
國
«:
-
民
地
は
そ
の
起
源
が 

宗
敎
的
で
あ
つ
て
そ
の
神
學
上
の
敎
義
の
傅
統
的
感
化
の
存
す
る
，

y
’r
j

で
あ
る
。
又
そ
の
上
東
部
諸
州0
主
な
る
大 

學
は
穿
敎
上
の
目̂

の
#

め
^
立
さ

れ
た
■も
の
で
あ
つて
、

そ
の
影
響
は
漸
次
減
少
し
つ
、
は
あ
る
も
猶
存"£
し
、

近
時
.

——

即

ちL
e
s
l
i
e

の
起
稿
當
時
|

も
經
濟
學
の
講
師
は
多
ぐ
は
僭
侶
で
あ
る
。
此
.事
は
®
に
經
濟
學
に
限
つ 

た
事
で
な
く
政
治
學
の
如
き
も
さ
ぅ
な
の
で
あ
る
。
蓋
し
俗
人
は
も
つ
ど
有
利
な
事
業
に
'携
は
る
か
ら
で
あ
る

0:
又 

米
國
人
の

繁
榮
並
に
人
類
の
努
力
が
自
然
か̂
受
け
る
潤
澤
な
援
助.

V
J

は
歐
洲
社
會
：の
，一
般
狀
態
に
比
し
て
經
濟
界 

の
«
序
に
は
仁
慈
な
る
神
の
企
圖
が
存
在
す
る̂
い
ふ
發
定
：に一

層
調
和
す
る
も
の
.が*
る
,

s
'
l

)
「

英
國
經
濟
學
者
が
好
ん
で
行
ふ
様
に
競
爭
は
一
國
全
體

.̂
#

*

で
異
つ
た
職
業
.ど
地
方
に
於
け
る
勞
働
者 

の
賃
銀
e
資
本
家
の
利
益
ビ
を
等
し
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し
め
る
ど
云
ふ
假
定
，か
ら
の
.演
釋
の
長
い
^

在
し
な
か
つ
た
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米
國
'に
於
て
は
勞
働
ど
資
本.

w

が
可
動
性
を
有
す
る
か
ら
、
相
等
お̂
努
力
せ
犠
牲
の
收
S
は

 ̂

等
し
い
ど
い
ふ
理
由
に
ょ
つ
て
、
代
價
は
生
產
費
：に
據
.る
？
の
：說
が
来
_

で
は
極
端
i

で
：推
し
進
め
ら
れ
る
だ
ら
ぅ 

ど
は
當
然
豫
想
さ
れ
た
か
も
し
れ
ぬ
。i

ろ
が
却
つ
て
そ
れ
は
或
米
國
の
經
濟
學
者
に
は
斥
け
ら
れ
A
或
人
々
に 

ょ
0
て
は
無
視
さ
れ
又
は
大
な
る.制
限
を
附
せ
ら
れ
、
そ
し
て
何
人
：に
ょ
つ
て
名
理
論
構
成
办
翁
礎
：

5

^
れ
な
か 

つ
々
o
而
し
て
そ
れ
に
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ー
刺
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®
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ら
.れ
る
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狱
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於
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費
用
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據
る
も
の
，
 

だ
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あ
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價
0
變
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起
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瞭
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營
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れ
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し
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るO

歐
洲
で
は
殆
ざ 

總
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あ
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ぶ
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ス
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け
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小
册
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れ
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も
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な
い
が

ー
到

抵
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八
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あ
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：
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科
の
學
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し
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濟
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成
立
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近
世
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け
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經
濟
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達
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物
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る
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時
代
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で
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1

時

代
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始
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も
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を
辟
る
-で
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ぅ
。
併

し

乍

ら

之

に

先
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數
世
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間
に
多
數
の
先
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•か

個

又
暗

中

摸

露

な
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試
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た
結
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八

世
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.
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つ
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初

め
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斯
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を
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ん
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あ
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當

睁

售
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撕
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滿
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詹
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た
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で
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.て
皆
な
或
S

L

中

心
E

た

の
で
あ
つ
た
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米
_
ク
艘
濟
的
變
歡
つ
て
.又
そ
の
*
濟
學
の
發
達
も
亦
.英
佛
に
比
し
て
は
S

後
の
事
で

は
あ
つ

た

が

斯

學

發
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の
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^

ぃ
1

れ
ば
英
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を

」
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す
る
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の
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ふ
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づ
植
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地
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け
る
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m
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l
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題

^

關

す

る

公
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射

論
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法

#

制

定

.に

關

:̂
る

論

議

、

.
說

敎

溃

說

、

新

聞

紙

.上

の

'
<論

#

等

に

始

つ

^

。
■併
 

し

細

.立

戰

淨

前

の

經

濟

問

題

？

.い

へ

ば

僅

に

通

貨

？

賀

易

>

:
祖

税

及

び

農

業

^

關

し

た

.も

.の

で

あ

つ

た

。

,
条
毛
重
大
な
且
つ
.，最
冬
論
爭
の
的
«,
な
つ
れ
の
：は
：通
貨
問
題
で
あ
る
。
蓋.し
姐
貨
.は
.公
私
の
支
拂
資
料
に
關
連
し 

1.

般
の
刹
轡
に
係
は
る̂

え
ろ
が
太
だ
か
ら
で
あ
る
。«
民
篇
に
於
で
は
論
«

を
適
當
に
流
»
.さ
せ
る
事
：が
殆
ざ
不 

可
能
で
あ
.つ
た
の
で
先
づ
銀
行
及
び
通
貨
問
題
が
植
民
地
の
思
想
象
め
^̂
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濟
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ど
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S

對

S

借

.決

濟

の

爲

に

流

出

し

T

銀

貨

の

欠

乏

を

來

せ

る

爲

め

€

、

質

易
 

S

達

し

て

I

I

に

應

ず

る

爲

め

紙

幣

を

利

用

し

得

る

様

に

，

及

び

『

多

大

の

發

行

に

依

つ

て

土

地

の

名

義

慣

値
は
.猶
加
し
、
而
し
て
負
偾
8

_

上

に

猛

じ

』

-負

債

者

の

救

濟

に

.
利

用

し

得

る

檨

福
 

(
p
a
l
g
r
a
v
e
w
. 

v
o
l

 

I

 

p
.

 

6
3
5
.
)

 

'

A
d
a
m

 

S

I
が

ニ h
e

 

h

i
 an

d

 

f

n

r

f
 

D
i

r

 

u

o

f
，

0
說
£

て
國
富
論
中
に
引
兩
し
た
.の 

は

前

揭S
u
m
m
a
r
y

か
ら
で
あ
る
:0(

s

e

通

貨

に

_

す

る

論

s

 

M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s

に

管

れ

慕

で

'は

な

ぐ

p
h
n
l
p
h
i
a

 

.に
於

て

次

J

匕

ニ

し

年

こ
 

こ

*

"
T
s
k
l
i
l
l

が

：g

名

の
 

I

 

填
 

A

 

a
n
d

 

N
e
c
e
s
s
i
t
y

 

o
f

 p
a
p

 

r

 

C
u
r
r
e
n
c
y

 

を

ポ

て

p
e
l
i
a
:

に

.於

て

土

地

I

證

£

て

發

行

す

#

鑛

幣

_

_

論

裏

^

^

^

又

 

一
I

I

 

4

は

^

分

の

價

値

あ

る

A
n

 

E
s
s
a
y

 

c
n

 

c
u
r
l

 

S

5

南

部

地

方

で

は

：最

初

I

貨

間

I

論

文

が

：c
h
a
i
n

 

て

出

J
さ

れ

た

。

次

い

で

一

七

三

七

年

に

は

：植

民

地

は

於

け

I

府

紙

慕

雜

論

裏

I

出

t

 

ミ

：

-

0 

0

0

3

3

1
 

o
f

 

t
h
e

 

0
0
!

 H
o
u
s
e

 

o
f
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s
s
l
y

 

o
f

 

t
h
e

 

p
i
c
e

 

o
f

 

S

I

.
 

c
l
n
a
,

 

o
n th

e

 

S
t
a
t
e

 

o
f

 

I

r

 c
u
r
l

 

o
f 

?

 

s
a
i
d

 

p
r
i
c
e
,

並

に
 

N
e
w

 

Y
o
l

 

小

#

子
 

s
c
f

 (

#

 

s

i

t

 
o

§
 P

I
S

 

o
f 

P
a
p
e
r

 

M
o
n
e
y
)

 

t
o

 

E
l
l

 

I

 R
i
n
g

 

5

1

1

 

f

 ̂

1

3
 

o
f

 

I
l
i
a

 

d
i
e

 

p
r
o
l
e

 

o
f

 

N
e
w

 

M
 

穴
.

ふ

管

す

ナ

♦

の

後
 

\

\

|

?の

| »
名

書
 

A

 

B
i
s
c
o
i

 

C
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

P
a
p
e
r

 

M
o
n
e
y

 

i
n

 

w
h
i
c
h

 

i
t
s

:

' 

I
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卷
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六
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I

濟
I

史
的
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.

-

‘
.

I

.

一
一 

取
;



•

第11

屮

卷

(
一
M

ハふO

ン

來

國

經

證
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賭
史
的
#
見 

第

焱

' 

一
一

 ̂

v
r
i
n
c
u
e
s

 
are Ilaid 

o
p
e
n

 (Philadelphia, 

T
7
4
0

及
び
無
名
氏
.の
.

A
n

 

Address, to 

the’ Inhabitants 

of 

N
o
r
t
h

 

0
3 

ô
- 

w, 

ô
- 

M
o
n
e
y
.

 (
w
i
l
K
a
m
s
b
u
r
g
,

 

1
:
7
4
6..

〕

の 
ニ 
册
子
が
刊
朽
さ
れ
た
。

.:j

七
■ j

:

年
に
な
つ
て
^
t
;;
MD
g
l
a
n
:
i

に
於
け
る
紙
幣
發
行
の
禁
止V

J

共
に
論
爭
は
鋳
货
問
题
(:
移
つ
た
。| 

^•
六
1
,年
に
比 

T
h
o
m
a
s

 
H
u
t
c
b

B̂son, 

A

 

Protection 

for Regulating: the 

V
a
l
u
e

 

of G
o
l
d

 

s
d Silver 

coins 

within 

the p
r
o
v
i
n
c
e

 

of 

Massachusetts 

B
a
y
v

 

及
び

-oxenbrige 

T
h
a
t
c
h
e
r
:

の
^
名
#

considerations 

o
n

 

L
O
:s
,
n
g th

e
V
a
l
a
e

 

of G
o
l
d

 

coins 

w
i
t
h
i
n
t
h
e

 

province 

o
f

 

JMassachusctts 

B
a
y
.

が 

B
o
s
t
o
n

 

か
ら
出
版
さ 

れ
、
：.
又
先
き
の
紙
幣
問
題
に|1
す
る
反
響
ビ
(>
て

p
g
c
e
l
m
o
m
o
s

 

W

 
一

K

ふ

假

名

でR
o
g
e
r

 

s
h
e
i
n

 

.著

の
':A

 

C
a
v
e
a
t

 

against Injust

o-e 

or 

a
n

 

E
n
q
u
i
r
y

 
into 

the. 

Evil 

C
onse

q
u
e
n
c
e
s 

of 

a

 

Fluctuating 

M
e
a
i
u

 
日 

of 

KXP3ban

fQe

•へ
 N

o
w

 

Y
o
r
k
,

 

1
7

5
2
.
)
； T

.
R
.

 

C
o
o
p
e
r
,

 

A

 

Letter 

t
o the 

C
o
m
m
o
n

 

p
e
o
p
l
e

 

o
f ine 

c
o
l
o
n
y

 

or

: 

.
 

.

.

.

.

.

 

•
 

r 

'
 

,
 

.

m
lio
d
e
.

 Island 

C
oncer

n
i
n
g

 

the 

Unjust 

D
e
s
i
g
n
s

.
:
: ot 

a

 

I
N
c
m
cr
e
r
 

or 

Misers 

a
n
d

,'M
o
p
y

 

jobbers* 

f Providence, 

I7OS
3
0
 .

並
に 

Ttr
e
L
e 

tter 

I
r
o
m 

a

 

Gentle-man 

in 

Connecticut 

relative 

t
o 

p
a
ho
fv
r c

c
r
r
e

 
コ cy. 

CHOStorv 

1
7
6
6
.
)

が
發
表
さ
れ
た
し
又
此
時
期
中
の
最
も
優
れ
た
論
說
はT

e
n
c
h

 

F
r
s
c
i
s

の
匿
名
婦
子

0
0
1
1
5

{
- 

derations 

o
n

 

a

 

P
a
p
e
r

 

Currencv. (Philadelphia, 

1765
.
)

で
あ
る _VJ 
云
ふ
し

パ
.
■

• 

- 

■

■ } 

,
 

* 

- 

- 

- 

* 

, 

- 

. 

.

.•

.■.
 . 

-

'■

(

肢

1
)

常

時

の

パ

レ

フ
.

レ
.

ッ
>

ば

1

九

一
1

¥

に

B
o

s
t

o
n

'

の
，

P
r

i
n

c
e

 

.
s

o
c

i
e

t
y

か

ら

r
v

I
C

F
a

r

p -n
d

.

t f
p

v

i

sの

徧

桃
1-

ょ
.

っ

て

叫

卷

1-
收

め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
れ
山
。

cfk
ニ) 

Douglass 

(

ニ
六
九
.

一

¥
tj
l——

一

七
31
ニ
年)——

(seligman
I:
槠
る
e i

六
九
ニ
年
丨一

七
四
二
年
.で
あ
る
が)

丨

U 

scotu!̂
.

のGifford11 决

れ
一
七
一
八

じ̂
馁
潘
ミ
し
てBoston

に
移
住
.し
锊
學
上
の
論
文
も
多
く?)
る
山
。(

u
. 

R. bewey, pajgmve.s.

.

.
,
,:

哿
稿
の
俾
記)

(

酙
三」

5目
1
1
1
が

«
0月ド
5
5
0
洛
か
辦
げ
て
引
/1
-
1し/:
.芮
所
は
氣
贺
博
士|
|三九
四
豇
及
ぴ
七
〇
〇
货
で
ぁ
る
が

Cannan

に
據
れ
ズ
闾
：.

譯
叫
九
11
ゲ
ァ
ぞ
1ァ
の
货
幣
の
雜
も
亦
然
り2
方
ふ
。
 

:

: 

_
!
' 

.

.

.

.

因

领

貨

S
S -
以

外

の
出

版

物

で

揭

ぐ

、ベ
&
•も
の
に 

r Am
i
c
u
s

 

patriae

ミ

著 

Proposals 

for, T
r
a
f
K
c

 a
n
d

 C
o
m
m
e
r
c
e

or 

F
o
r
e
i
g
n

 

T
r
a
d
e

 

in 

N
e
w

 

Jersey' 

(
p

笋

de-phia, 

I
U

 

o
p th

e
-
A
c
t

 

for 

G
r
anting 

a
n

 
E
xcise 

§ w
i
n
e
.

 (
B
o
s
t
o
n

 , 

1
7
2
0〕

； 

_
名
均
の 

H
R 

n

 

f
 

o

o

l
 

-
p 

b

l
 

- 

o
. 

a
 

Discourse 

S
h
e
w5

g

 

h
o
w

 

Duties 

o
n

 

s
o
m
e

 Sorts 

of M
e
r
c
h
a
n
d
i
z
e

 

m
a
y

 

N
e
w

 

Y
o
r
k

 

r
h
h
e
r

 

t
iit 

w
o
u
l
d

 

be 

without ■ the
m
.

 (
N
e
w

 

Y
o
r
k
”

無
日
附〔

一
七
ニ
六〕

)

が
ぁ
る
タ
そ
の
後
^
び
租
说
に
_ 

す
る
議
論
め
起
つ
た
の
は
十
八
世
紀
の
中
葉.Ma

s
s
a
&
i
s

に
於
て
m

#
ff
i

賦
課
の
^
案
が
行
は
れ
た
際
で
ぁ
る
。 

そ
の
論
举
中
特
に
記
す
べ
き
も
の
は

一

七
五S

年

B
o
s
t
o
n

刊
行
の
ニ
册
子s

t
e
o
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s

 

o
p the 

B
i
i
r

 

intitled 

A
n

 

A
c
t

 

for 

Granting 

to 

H
i
s

 

M
a
j
e
s
t
y

 

 ̂

^
 

o
n

 

soilits 

D
i
s
t
k
l
e
d
;

及
び 

H
i
e

 

G
o
o
d

 

for 

the 

c
o
m
m
u
n
i
t
y

 

f

 

n

o

l

f
 

 ̂

to . 

p M
e
r
c
h
a
n
t

 

in 

Boston, 

in 

a
n
s
w
e
r

ニ
。one 

received, 

 ̂

で
あ
る
。

.
此
時
代
に
及
ん
で
，赏
に
關
す
る
一
般
問
題
に
論
.及
し
た
.最
初
期
の
；著
#
が

«
ば

れ

た

。
‘そ
の
中
中
*
な」

る
は
：
 

S
O
I

 

R
e
m
e
d
i
e
s

 

P
r
o
p
o
s
e
d

 

for 

n
s
 ̂

o
f

 the 

prcvince:of 

p
s
l
v
y
i
v
l

 

with 

s
o
m
e

 

R
e
m
a
r
k
s

 

o
n its 

Trade. 

(
P
h
n
a
d
e
l
p
h

一

a, 

I
7
S
^

 

一
 
著
者
の 

W
a
g
e
s

 

and. M
e
a
s
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the 

I
n
h
a
b
i
t
i
l

"

第

二
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節
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號
一
一
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in纏
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米
_
經
濟
學
0
歷
史
的
瞥
見'

龄

九

號

一

一
、
'
 

of D
e
l
a
w
a
r
e

 

to 

b
e
c
o
m
e

 

s
c
h
_ 

(
F
h
H
a
d
d
p
h
i
a
,

 

1
7
2
50

之
れ
に
對
す
る
靡
答
論
文
 

J
a
m
e
s

 

L
o
s
n
,

 

A

 

s
a
o
g
u
e 

s
h
e
w
i
u
g

 

\
V
b
a
t
V

 Therein 

to 

be 

F
o
u
n
d
.

 

A
g
o
t
t
o

 

being 

M
o
d
f
s
b

 

for 

W
a
n
t

 

of 

§
o
d

 

Latin, 

a

 
マ out. 

E
n
g
H
s
H

 

Quotations. 

(
1
7
2
5
)

 ； 

C
a
d
w
a
l
l
a
d
e
r

 

Colden, 

P
ape

r
s

 

relating 

t o

 : an: 

A
c
t

 

of 

A
s
s
e
m
b
T
o
f

E?
e 

Province 

of N
e
w

Kfork, 

far 

E
n
c
o
u
r
a
g
e
m
e
n
t
:

 of the 

Indian 

Trade, 

etc., 

a
n
d

 

for prollibitfn̂

 

the 

SelHn

叫 

of, Indian 

G
o
o
d
s

 

to 

the 
French, 

viz.: of Canada. 

(
N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

1424.〕

就
中
®
要
な
の
は J

o
s
e
D
h

 

M
i
a
n

 

T
h
e

 

N
a
t
u
r
e

 

o
f

 Riches, 

s
h
e
w
e
d

 

f
r
o
m

 

the 

Natulal 

W
.
S
O
O
W 

.

0.
^

1
7
3
2
.

)

：で
あ
る
，ど
云
ふ
0
 

. 
■

次
に
農
業
に
就
い
：
.て
の
箸
述
«
少
し
く
遲
れ
一
七
四
八
年.か
ら
一
七
2£
九
年
：へ
か
け
：で
有
名
な
牧
師

J
a
r
e
d
Q
i
o
t

 

に
よ
つ
て 

E
s
s
a
y
s

 

u
p
o
n

 

Field 

H
u
s
b
a
n
d
r
y

 
in 

N
e
w

 

E
n
t
n
d

 

as 

 ̂

0
«
. 

3
W
< 

?

れ
ナ
'

if
c
間
題
に
關
し
■て
^

じ
^
«.
味
は
.Extracts 

from, t
h
e
'
E
s
s
a
y
s

 
へ
 of

'
 t

h
e
.
u
u
b
l
i
n

 

s
o
c
ro
-
t
v
w
e
p
t
i
n
^to 

tllQ 

Culture 

a
n
d

 

m
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e

 

of Flax. 

(
Annapolis, 

1
7
4
00
.

)

.
及

びoharles 

W
o
o
d
m
a
s
t
o
n

 

の
廣
名
著 A

 

f
r
o
m

 

a

 

G
e
n
t
l
e
m
a
n

 

f
r
o
m
'
s
o
u
t
h

 

Carolina 

o
n

 

tbe 

C
u
M
v
a
t
i
o
n

 

of 

Indfco. 

(Charleston,- 

I
7
5
h
)

の 

B
反〜

 

見
る
に
至
.つ
た
。
•，又 A

.

 

B
s
e
z
b
t
,

 

A

 

of 
that 

Pa
r
t 

of 

Africa 

inhabited b
y

 

the 

N
e
g
r
o
e
s

.

.s
n
d

 the 

M
a
n
n
e
r

 

b
y

 

w
h
i
c
h

 

ihe 

Slave 

T
r
a
d
e

 

is 
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o
n

 
(Philadelphia, 

1762. 
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中
二 
次
^

m
=
?

題
に
關
す
る
最
初
の
議
論
が
月
ル
出
さ
れ
る
。

 

•

一
七
六
三
年
の
分
密
糖
條

例

(
M
olasses 

>
^
>

の
«

/2
:
ど
共
-{
:
如
問
跑
の
經
濟
的
方
而
の
論
爭
を
生
じ
た

0
 

| 

七
^
四
^
,
R
版
0

パ
犯

子
中
次
の
數
册
が
揭
ぐ
る
に
.足
る
も
0

で
.あ
._る-V」

.

■云

ふ
'' 

.considerations 

c
o
o
s the. 

A
c
t

蘭—^ ^ ^ ^ 纖

へ 

o
f Pa

r
l
i
a
m
e
n
t

 

w
h
e
r
e
b
y

 

a

 

D
u
t
y

 

is 

L
a
i
d

 

o
f 6d

v

 sterling.

で er 

G
&
o
n
p
o
d

 

Molasses*
'.etc., 

s
h
e
w
i
n
g

 

§ 
目

。
叫 

the 

m
a
n
y

 

I
nconveniences 

Necessarily 

resulting 

f
r
o
m

 

the 

C
c
e
r
a
t
i
o
n

 

of 

the 

said 
A
c
t
;

 

o
x
e
n
b
r
i
d
g
e

 

T
h
a
t
c
h
e
r

 

匿
名
の 

T
h
e

 

s
e
n
t
f
m
s
t
s

 

o
f

 a

 

o
f

 the 

s
u
g
a
r

 

A
c
t

 

as it-will 

b
e

 

.
 Prejudic 
一
 al.、

to 

the 

T
r
a
d
e

 

n
o
t .only'of 

ハ

 t
h
e
-
N
o
r
t
h
e
r
n

 
.
0
0
1

§
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*
5
.
.
0-
.1
1
1:.

to''those, 

o
f

 

...Great. 

Britain, also, 
y Ja

m
e
s

o
t?
.
s
.

 

T
h
e

 
.
saq
h
t
s

 

6f. the. Brlti

b--
C
o
l
o
n
i
e
s
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、

a
n
d
' 

n
r
o
v
e
d
、

、
以
.上
1

て
..

Boston. 

で
刊
行〕

及
び 

T
h
o
m
a
s

 

Fitch.. 

R
e
a
s
o
n
s

 

w
h
y

 
^
 

 ̂Arrierica 

s
h
o
u
l
d

 

n
o
t

 

b
e

G.
a
r
Q
e
d 

with.. Internal 

T
a
x
e
s
.

 

(
N
e
w

 

H
a
v
e
n
,

 

1
7
6
4
;
)

。
此
間
題
は
他
の
諸
植
民
地
に
も
擗
大
し
见
に
機̂
の
著
述
が
：猓
は

れ
る
に
至
つ
た
。.何
れ
も
政
治
上
.の
性
質
を
帶
'び
'て
は
届
た
.が
や
は
ト
好
細
：に
0:
.: 

0
.て
は
經
濟
方
而
，に.關
係
す
る
.
% 

の

て

あ

つ

て

そ

の

*'
^
-
る
は
 

Daniel 

D
u
l
a
n
e
y

 

の
匿
名
著
作 considerations 

o
n

 

the 

Pronriety 

of 

f
m
p
o
s
i
n
q

'
 

H
a
^
x
e
s

3*thb 

.British

.
 c.olonies, 

etc, 

(
N
o
r
t
h

 

A
3
erica,,..̂
o\
5
o
l
,
J
.
p
^
i Ing€rso.ll,

ン
 Letters, 'rela-tincf' t

o
： the 

sta‘m
p

 

Act. (
N
e
w

 

H
a
v
e
n
'

 1
7
6
60

; 

T
h
e

 

E
x
a
m
i
n
e
r
s

 

exami
n
e
d
.

 

Leitte

.̂'
f
s
m

 

a

 

Gstlefrlah 

i
n

Q
o
n
n
e
c
t
o-
ut 

(
E
b
e
n
e
z
e
r

 

D
e
v
o
t
i
o
n
)

 to 

h.s. 

F
r
i
s
d
i
n

 

liondon. 

A
n

 

A
n
s
w

n-r 

t
o
a Letter 

f
r
o
m

 

a 

G^ritlemap in 

L
o
n
d
o
n

 

to 

s
s Fr

i
e
n
d

3*;
A
m
e
r
i
c
a
,

 

etc. (
N
e
w

 

L
o
n
d
o
n
,

 

I
U
6
.

)

及

び
^
に

自

&

这
爸
の
匿
名
書 Letters 

fi-

0
3 a

 

F
a
r
m
e
r

 

in 

Pennsylvania 

to 

the 

Inhabitants 

of the 

Brit:sh 

C
O
I
O
n
【esv 

へ Philadelphia, 

1
7
600
0
で
あ
る
。'
而

) 

て
此
時
'
»に
、於
'て
租
桃
に
直
接
關
係
0 -
な
い
唯
一
の
論
文
はHlle 

C
o
n
2

:3o

'aa
l
'
o
o
n
d
u
c
t

 

of 

the 

Province 

of 

N
e
w
'
Y
o
r
k

 

Considered 

.

.

.

.

. 

• in'a’Letter to .tHC.'

GOOCIety of Arts,.. Agriculture'and._.'.:E

o:Q.norny!

、Ne
w
.

 ..̂
fork, 

I
707
0
だ
け
で
あ
る
。
»-
母
國
に
ょ
つ
：て
印
紙#
 (

s
t
a
®

 

t
a
x
e
s
)

の
賦
課
せ
ら
る
、
や
夥
し
い
數
の
反
對
論
が
刊 

.

1

十
.卷

(

ー
ニ
ハ
夺
.
米
黌
濟
學
の
歷
史
的
璐
見
.

；

 

第

九

號

ニ

九
-



,
,摩一

十

怨

(
I

1七
〇
> 

米
國
經
濟
學.の
歷
也
的
瞥
見
：
 

I

號

ニ

3 

' 

_行
^
;れ
た
が
、
併
し
.何
れ
も
主
$
し
て
政
治
的
色
彩
を
帶
び
た.も
の
で
あ
っ
た
。
S
V

C
IJ
:
> 

:
本
稿
全
徹
が
殆
ど
御
目1:
類
す
る
も
の
な
る
が.殊
ド
此
一
脓
は
他1;
適
常
の
參̂

^
得
な
か
っ
?:
§
 

s

w

iに
^

^
っ
れ
.

:

:

の
.■
て
^

| ^

禅

名

の
.
.ダ

辦
| -
-

;

^ま
^ |

按

た

無

他

乾

燦

な

，.も

の

ミ

な
'

っ
，た

こ

ミ

は

充

分

錄

港
.
，も

認

め

る
^

で

あ
.
.
.る
0

.

, 

•

.广 
M

 

-

.

B
e
e
a
l

 

F
m
l
n
:

は
：se

l
f

叫
1
1に
據
れ
ば
植
民
地
時
代0.
:
經
濟
問
題
に
關
し
堂
々
た
る̂

論
を
吒
い
た
唯
'

:

の

論

者

で

办

る

气

又

_

泛

|

ブ
は
彼
を
以
て

«
ニ

期

國

家

：劍

成

時

代

の

政

治

家

唞

.J
e
f
^
l

及

び

H

 

S
共

に

三

大

經

濟

論

客

で

あ

る

^
云

ふ

，
或

は

又

B
e
n
j
a
m
i
n 

F
>
a
n
k
l
i
n
a
s

 

a
n

 

Economist, 

.100
9
5.
の

著

考

务

A
.

 

 ̂

&
0I
の
如
き
彼
を「

經

濟

學

者

な

る

尊

稱

を

以

て

崇

め

、ら
る
可
為
最

«
の
米
國
人j

で

あ
る
と
去
ふ

o「

卩

 ̂

art
* 

b
y

 

H
O
I
l

/pn
d
e
r
)

之
に
反
し
て
乂 

f

方

に

は
Leslie,

の

如

き

「
F
r
a
n
k
u
l
i

す

ら

決

し

て

經

濟

學

の

根

本

原

祖

を

極

め 

て
居
な

'め
っ

た

樣

/:
K
o
v
c
r
p
. 

1
2
8
)
^
1

評

し

て

ゐ

る

。
併

し

此

婦

言

の

直

ぐ

前

.に

D
u
n
b
a
r

の
前
揭
論
文
を 

?,
!
用

し

て

居

る

か

ら3

て

L
e
s
l
i
e

は

恐

ら

ぐ

0
|

ぢ

の

批

解

の

み

に

ょ

っ

て

斯

る

判

斷

を

下

し

た

の

：で
は
あ
る 

未

い

か

ビ

思

ふ

。o
u
n
b
a
r

は

彼

を

以

て

理

論

の

人

で

は

な

■ぐ
便
宜
主

.義
の
一
入
で
あ
っ
て
直
接
の
：實
際
：問
題
を
論
ず 

る
に
は
時
に
賢
明

.で

あ

っ

た

が

、

緣

遠

：い

质

因

な

ど

の

風

索

^:
沒

.
_す
る

様

な

人

で

は

な

：(-
;
、
：
又

彼

の

論

は

兔

發

論

： 

者
が

ら

も

■
曲

貿

易

論

者

か
ら
：も
大
い
に
歡
迎
さ
ら
れ
る
成
の
も
.の
で

あ
っ

た
。
も

し

で

又

.

「

歡
に
經
嗨
#

の

賤

零 

に
貢
献
す
る
'ぞ
一
ろ
が
な
が
っ
た
の
み
な
ら
中
當
時
旣：

に
：
發

達

：

し

.た

程

度

の

斯

學

を

も

理

解

し

て

ゐ

な

，
か

っ

た

一

せ
 

あ

で
«
评

し

て

ゐ

る

の

で

；

*
る
:0
パ
0
«
;
.
:
<
:
^

6
7
;
)
c

跬

o

: 

'，
通

貨

問

題

の

論

爭

に

加

っ

て

F
r
a
n
k
l
i
n
s

一
 

七
ニ
九
年

に

發

表

し

た

論

文

に

就

.
い

て

は

旣

に

「

言

し

た

が

、

。ず鋼做■观热てぬ喊

同
論
文
冲
に
於
て
土
地
を
保
證
ビ
し
た
紙
幣
は
、
.
人
口
の
增
加
ビ
共
に.地
價
は
膨
貴
す
る
が
故
に.益

々

確«'
ビ

な

る 

も
の
で
あ
る
S
主
張
し
.

又

「

通
货
の
豐
富
は
利
率
を
低
減
し
而
し
て
移
民
及
び
國
内1
造
業
を
獎
_
す
る
で
あ
ら 

ぅ」

ミ
紙
幣
橄
發
政
策
に
赞
成
し̂
。D

.

 

R
,

 

D
e
w
e
y

は

；

T
F
i
k
l
i
n

は
資
本
^
通
貨
ざ
を
混
：同
じ
て
は
ゐ
た
け
れ 

ざ
も
货
幣
の
欠
<̂
可
ら
ず
る
用
途
を
明
確
に
理
解
し
、

「

通
貨
5
し
て
の
貨
胳
は
商
品
：0交
：換
に
當
つ
て
之
が
節
約
す 

る
時
間W

勞
ヵ
€

に
ょ

つ
.

て
.附
隨
的
價
値
を
も
有
ず
る
も
の
で
あ
る

」

と
說
；い
たV

そ
し
で
被
が
紙
幣
の
利
益
を
主 

張
し
た
際
に
は
トwell 

f
o
g
d
.
e
d
i

の
紙
幣
を
念
頭
に.
^
ベ
て
^
.た
.の
で
.あ
る』

匕
辯
■
し
て
ゐ
；る
.。
併
し
此
.間
題
：
 

に
就
い
.，
て

は

後

年
*

2
!

叙
傅
中
に
彼
自
ら
もMy

 

frisks, 

w
h
o

 

c
o
s
i
d
e
r
e
d

 

that I 

h
a
d

 

b
een 

of 

W
C3
0
 

service, 

t
h
o
u
g
h
t

th
t to 

r
e
w
a
r
d

 

m
e

 

b
y

 

e
m
p
l
o
y
i
n
g

 

in 

printing 

the 

m
o
n
e
y
'
a

 m
?
t

 

sofitabl

r/.job, 

s
d a g

r
e
a
r
r
I
P

to 

m
e
:
«̂
い
.て
ゐ
，る

.0
,

植
«:
地
の
.製
造
業
、に
對
す
る
議
會
の
反
對
が

T
o
w
p
s
h
e
n
d

調
査
委
員
^

及
び」

七
.五
0
:年
の
禁
土
案
ビ
な
り
そ 

の
極
に
達
し
た
際
に
、
彼

はObservatrons C
o
n
c
e
r
n
i
n
g

穿

^
。
ル
i

系
ぎ
S
 

そ
の 

中
で
彼
は
住
居
ビ
食
物
が
供
せ&
れ
"
競
锻
^'
い
上
事
が
な
け
ル
ば
生
物
は
勋
橄
物
共
に
奋
の
增
加
に
制
限
は
な
い 

も
の
で
あ
る
が
、.
併
じ
結
^
人
口
^

「

^
0
o
h
e
c
k
s
i:
'J
:
つ
て
植
加
を
.制
限
せ
.ら
れ
る
■も
の
で
あ
る
事
を
認
め
た
。 

又
人
口
の
最
大
僧
加
に
比
し
て
土#
が
廣
大
5'
女
.衡
な
こ
S
が
米
國
植
民
地
を
じ
て
母
國
ミ
產
業
上
競
带
す

o

こ>、J 

を
妨
け
る
で
あ
ら
ぅ
ミ
电
張
し
だV
彼
が
'A

口
論
.に

於

で

の

先

驅

者

01

人
な
る
こW

は
何
れ
の
著
者
も 

認
め
て
ゐ
る
？ j

ろ
で
あ
ん
が
，Maltlius'

は
說
明
材
料
を
膝
に
求'め
、
又
、
で

r
e
v
s
t
i
v
e

 

c
h
e
c
k

 

V」

し
て
生
活
程
度 

の
®

い
：

V
J

い
ふ
靡
が
及
ぼ
す
所
砂
效
果
に11
しp

も
•

が
ら
暗
示
を
得
介
S

稱
せ
ら
れ
る
f

或

は
H

は
.
 

第
二
十
卷(

ニ
七
ナ
ダ 

. 

饿

允

號

ニ

ニ



.

i
志

C 
ニ
'七
.

H
)
.

證

^

^

の
塍
见
的
瞥
見
 

：

笫

顏

ー

ー

三
 

F
r
a
x
i
k
H
n

の
蕃
名
^
章
句
を
弓
.用
し
：て
ゐ
る
广̂

は
れ
て
.ゐ
る
。.

o
^
v 

0
^
.
- 

 ̂
Ivo
x
p
o
t
e
:
參
喊T

パ
 

米
國
植
民
地
に
於
て
人
口
が
务
ー
一
十
年
每
：に

i

一
 
倍
す
，る
ど

，の
算
定
を
初
め
て
行
つ
た
の
.は
彼
で
あ
る
。
此

人

p.
僧
 

加
率
の
舒
算
をA

d
a
m

 

s
l
h
«
:
そ
の
ま
，、
採
厢
し
て
ゐ
る
と
稱
せ
ら
れ
るo
文
彼
は
.同
論
文
中
揭
然
に
も
肩
纤 

地
の
豐
富
な
國
で
は
何
.故
に
賃
龈
が
永
續
的
に
高
か
ら
ざ
な
を
得
な
い
か
の
现
、由
：を
指
摘
し
^
。

1

七
六
〇
年
に
發
表
し
た T

h
e

 Interest 

of G
reat 

B
H
t
a

s-oonsidered 

with 

r
e
q
a
r
d

 to 

her 

colonies 

a
n
d

 

the .
A
c
q
s
s
l
n

 

o
f

 c
a
g
'
d
a

 a
n
d

 

G
s
d
a
a
u
p
e
.

中

で

は

分

業

の

原

則

を

說

气

.

.
農

業

の

刺

益

太

孓

る

也

方

こ

は

製
 

造H

業
を
起
し
蛾
達
？せ
る
事
が
何
放
困
難
で
あ
る
か
を
說
明
しs
 o

n
.

 the 

Price 

o
r
c
o
r
n

 

a
n
d
g
a
l
e
m
e
n
t

 

of the 

poor. (

$

:〕

中
に
は
_

出
税
の
有
害
無
益
な.る
理
由
を
叫
は
し
“
貧
民
に有

利

な
A
し

め

て

や

る

最

良

方 

法
は

貧
民
を

貧
困
の
中
に
办

つ

て

安

易

な

ら

し

め

て

や

る

事

で

は

な

ぐ

し

て

そ

の
實
困
か
ら
餘

ふ

て
脫
出
せ

し
め

て 

や
る
に
あ
る」

ど
主
張
し
た
。
そ
し
て
英
國
の
救
貧
法
，
を

非
雛
し
て
植
民
地
に
之‘」

類

似

の

施

：設

を

行

ふ

事

に

_
反

對
 

し
た
。

■
.

,

彼
は 

positions 

to 

b
e

 

K
x
i
i
n
e
d
n
oncernrng 

.
 National 

w
e
a
l
t
h
. 

(
1
7
6
9
.
)

に
は 

p
h
y
s

o*:rats 

の
影
響
を 

受
け
て
製
造
業
を
不
往
產
的
な
ヶs
見
做
す
檨
な
說
を
述
べ
た
マ
又

R
e
f
k
c
t
i
s
s

 

o
n A

u
g
m
e
n
t
l
n
:

 

o
f W

a
g
e
s

 

w
h
i
c
h

 

will 

be- occasiohed 

f
n
w
u
r
o
p
e

 

b
y

 

the 

A
m
e
r

o-a
n

 

R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

(
I7

S
.
)

で
は 

c
hr D.
a
p w
a
g
e
s

 

と

l
o
w

 

price 

w
a
g
e

ビ
を
區
別

しhigh 

w
a
g
e

が

c
h
e
a
p

 

l
a
b
o
u
r

な

る

こ

ど

の

あ

る

0
^
.指
摘

し

た

0

一
 

七

八

^

年
の 

W
a
i
l

 

o
r a 

protected 

M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
r
.

は
恩
惠
を
蒙
つ
て
ゐ
る
有
利
な
階
級
の
利
己
的
な
議
論
に
反
駁
を
加
へ
た
。 

.，併

じ

■
<?
)
經
濟
思
想
家
、：
«
會
哲
擧
脊
ぞ
む
专
ぺ
の
米
い

m ，巧

p
e
n
€
v
a
m
a

 

f

 
t
t
r<
:
-
ざ P

o
o
r

 

s
c
h
a
r
c
r
s

 

A
l
m
a
n
a
c
k

•
に
年
々
發
表
さ
れ
た
.
公
 the ..art of virtue 

3 
に
賴
す
る
ぃ 

簡
單
な
格
言VJ

常
識
的
說
敎
に
よ
つ
て
廣C
世
間
‘に
.普
及
し
た
ど
云
は
れ
る
。
又
，，國
の
内
外
に
於
け
る
彼
の
名
聲
も 

之
に
よ
つ
て
擧
つ
た.0

で
あ
る

ど
公
ふ
o'D

u
g
a
M

 

s
t
e
s
r
t

 

■の
評
す
る
ど
, >

ろ
に
よ
れ
ば
コai

ssg 
p
i
r
e
.

及
び
：pas 

trop. g
o
u
v
e
r
n
e
r

 

S
K
.
ふ
言
葉
が
廣
ぐ
通
用s
れ
る
に
至
つ
た
の
は
新
蕾
兩
：他
界
の
輿
論
：に
極
め
て
大
な
る
勢
力
を
，
 

有
し
て
ゐ
る
㈡
ミ
迄
ロ
の
徹
單
明
瞭
な
註
^
に
主
ど
し
て
據
る
の
で
あ
る-ビ
。

彼

の

後

年

の

經

濟

論

.文

は

歐

洲

の

學

潘

に

接

觸

し

た

後

に

起
孽
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
一
セ

2£
セ
ギ
か
ら

一
 

七
七
2£
メ(

そ
の
間
一七

*!v

ニ
年
にj

度
歸
购
す)

に
至
る
間
植
民
地
の
代
表
者
^
し

て

海

外

に

駐

荆

：し

、

英

國

'で

は

：

K
a
m
e
s

卿

R
o
b
e
r
t
s
o
n

博

士
、D

a
v
i
d

 

H

I
 

A

l
 

s
i

r

暴

し

て

篇

地

の

諸

麗

及

び

抱

負

等

を

談

じ
、
又P

a
n
s

で

は
Q

i

l
 

M
i
l
s
'D

u

 

p
o
n
v

 

T
u

f

ミ
相
交
つ
て
そ
の
敎
義
の
.影
響
を
受
け
て
歸
米 

し
た
芑
沄
ば
れ
‘る
。§

1
>
;

.

. 

.

§

〕

U

I
の
前
揭
論
文
の
似
値
に
就
い
て

F. A'Fetter

はTurner, T
h
s
c
a
r
l

 

R
l 

T
h
l

の
序
文
中
でDi

r

 

は
始
ど
大
1'
の
1本
は
訝
ん
で
.ゐ
-̂
レ
し
乂

ん̂
て
も
當
該
叫
姻
の
理
_
^
正
當

|1
評
惯
す
2>
の
資
格
が
な
か
つ:̂
ミ
ま
で
極
言

て̂
ゐ
ろ
0 

C
S
D

 
此
節
は Seligman, Hollander, Haney 
の
外 D. R.uewey 
哿
稿
の
傳
記xsgravê

VOI. II p. 

12 
ン
こ
ぷ
る
。 

F

i 
の
經
濟
上
の
蕃
作
は
 Willard lips 
に
よ
つ
て Works of B. Frlin (SPIS ed.) 

B
,
l

 

I
. 

vol. ii 253,5?

 

Li

收
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

'

又

經

濟

學

潘

过

し

て

の

彼

を

論

じ

た

も

の

は

前

揭F

H
一
 
昏

1

1

1

1 

I 

、
二 63.

が
あ
^
。

 

•

■
六

：

,
 

.

,

§

十
卷
.

(
一

1七
三)

ン

米

齡

霖

の

蜜

馨
*.

• 

1

^

,

一
 

雪



第
I
n
' 

c
n
.

セ
四)

;
米
國
#
濟
學
§

史
的
瞥
見
'

•
 

:

f

號

ニ

一
 
四

革
命
の
财
政
上
：の
困
雛
^
州

聯

盟(

g
o/
n
f务

a
t
l
o
n
)

時
代
の
經
濟
上
の
窮
乏
は
父
*
多

の

_

論

を

酸

す

に

至

つ
 

た
が
を
の
論
者
中
最
も
有
ガ
な
の
はPelatiah 

W
e
b
s
t
e
r

 

V」
S
a
m
u
e
l

 

G
a
l
e

で
；あ
つ
た
。W

e
b
s
t
e
r

は

|

七
七
六 

，
年

以

條

十

ヶ

年

に

苴

0

て
當
偫
の
通
貨
の
弊
#
を
論
じ
た
：幾
多
の
論
文
を
發
表
し
拎
。
阿
れ
：も

Political 

E
s
s
a
y
s

 

c
n

 

tbe 

N
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 o
p
e
m

ft.o
n

 

of M
o
n
e
y
v
p
u
s
c
F
i
n
a
n
c
e
,

 

a
n
d

 

o
t
h
e
r

 

Subject

夕 

r
p
H
l
a
d
e
l
p
h
i
a
'

 1
7
9
1
.
)

の

一
 

卷
に
收
錄
せ
ら
れ
て
ゐ
る 

5
B
t
h
o
a
r
o
l
b
a

 

生
れ
の 

Gale 

は
s

«
0
E
s
s
a
y
s

 

o
p
,

 the 

N
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 

s
n
c
i
p
l
c
s

 

a
T
I
C Credit. (

1
1

7
00
60
を

刊

行

し

た

。
.
.
經

濟

問

®

せ
ら
れ
.る
。

_

:

米
國
獨
，立
直
後
の
困
窮
時
代
に
於
»'
る

|
般

賀

#
の
衰
：退
に
#

つ
て
凝
表
さ
れ
た 

>
昼

M

I

S

.
 

R
o
b
e
r
t

 

M
o
r
r
i
s

の
如
き
政
治
家
‘の
，著
作
は
別
ふ
す
る
も
多
く
の
論
說
が
：發
表
？
る
に
至
つ
汶
。
即

ちA
n

.
 E

s
s
a
y

 

o
n tHe 

Q
i
s of the 

S
C
H
b
e

 of F
o
r
e
f

 Trade. 

(philadeTPMa, 

1784.) ； 

W
i
l
l
i
a
m

 

Bart§
, 

T
h
e

 

T
s
e

 

Interest 

of 

the 

U
n
i
t
e
d 

States 

s
d particularly 

P
s
n
s
y
l
5

s.
a concidered. (phiTad

o;】P
H
4
, 

I
7
8
6
V

ff
i

-^
の
.種
^
と

 ̂

に
^
乎
た
る
斧
紙
を
^

へ
ん
こ W

を
說
い
た 

T
h
e

 

c
o
m
m
e
r
c
s

 

C
o
n
d
u
c
t

 

of tHe 

Unit
e
d 

States 

of 

A
m
e
r
f
c
a

 

considered 

a
n
d

 

tBe 

T
r
u
e

 

Interest tberccf 

良 
§
ヤ
す
a
け。

s
h
e
w
n

 

b
y

 

a 

c
s-
i
z
e
n

 

of 

N
e
w

 

Y
o
r
k
.

 

(
N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

1
7
8
6
.
)

へ
四
印
度
贸
易
を
米
國
龜
猶
舶
に
の
み
限
ら
んV
虫
張
す
る
匿
名
者
のReflections 

o
n the p

l
y

 

a
n
d 

Necessity 

of cncoutagl.n

叫 4 h
c 

c
c
m
q
.
e
r
c
e

 

of the 

citfzss 

of the 
United 

States 

(
s
c
h
m
g
a
,

 

1
7S

6
,)

雜
が
ぁ
る
又
政
治
上
®
獨
立
に
次
い
で
產
業
上
の
獨
立
を
決
行
せ

ん
if
の
運
動
■は

各

州

の

保

謎

•
關

稅

の

制

定

ど

共
 

に
始
つ
た
事
で
は
あ̂
が
此

時
代
に
及
ん
でX
新
に
®
ん

な

議

.論

が
®
は
3
れ

る

に

至o
た
。
即

ち

製

造X -
*-
の

利

益
.を
詳
述
じ
た
最
初
の
著
*
に
 

T
e
n
c
h

 

c
o
x
e

 

の
匿
名
落
>
コ
w
i
-
q
u 一
 r

y

 

into 

the 

pxindples 

o
n w

h
i
c
h

 

a

 

c
o
m
,3

ercial 

S
y
s
t
e
m

 

fcr the 

UnitedT States 

should 

be 

founded. (
P
H
l
a
d
e
l
p
M
a
,

 

1
700
7
し
が
あ
る
。
外
调
船
の 

沿
哚
贸
易
の
禁
1
> 

外

園

品

の

輸

入

，
を

生

镞

國

：

船

舶

に

.限
る
こ
.

V
J
^
.

の
他
當
：時
0
英g

.

の

商

業

政

策

.
の

蟛

響

を

參
 

け
^
說
を
.王
張
し
た
。
又
彼
は
製
造
業
の
特
別
の
獎
厕
並

：

に
股
料
の
幟
入
稅
免
除
を
製
求
し
た
。
次
い
で
彼
は

A
n

 
A
(

 ress t
o

.§
•
 A

s
s
e
m
b
l
y

 

of the 

Friends 

of A
merica-r JVIanufactures. (phfiadelphia,l 

700
'
7し
を
著
は
し
て
之
を

再
說
し
-;
>「

エ
場
は
風
填
、
水
堪
、
火
カ
、
馮
ヵ
、
並
に
：巧
妙
な
發
.明
機
械
に
：.ょ
っ
そ
營
ま
れ
，る

」

£
說
ぃ
た
、
斯
く
て
^

■ 

.

. 

.

圓
體
.が
組
織
せ
ら
れ
 

T
h
c
s
a
n

 

of the 

Pennsylvania 

Society 

for 

the 

E
n
c
o
u
r
a
g
i
e
n
t

o
f Manufactures 

a
n
d

 

the 

Useful Arts, (phiiadelpbia, 

1
700
7
.

)

の
出
版
.を
見
た
。
同 

|
問
題
は
«

に Observations 

o
n

 

the A
e
!

 icuiture. 

M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
s

 

0O
B
3̂

0̂ 

o
^
. 

^
 

^
 

 ̂

of 

thd: United 

states. 

(
N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

I
700
VO
.
V 中
に
論
議
さ
れ
た
:0
■

又
此
當
時
の
財
政
狀
態
は
多
ぐ
の.疑
惑
ミ
激
し
い
論
爭
の
的
ど
な
っ
た
。

〗

ぞ
し
て
，̂
！̂

砂

此

問

題

に

_

し

て

懲

多
 

の
於 

1
«

が
發
表
さ
れ
た
が
そ
の
中'#
記

す
ベ
き
はB

e
n
j
a
B
i
n

 

G
a
〗 e

の

匿

名

論

文Brief,’ 

.Decent 

but 

F
r
e
e

 

p
o
a 

o
p 

^
 the 

H
o
n
o
r
a

crle 

Legislature 

of 

the 

State 

of 

CQ§
ectIcut since 

the y
e
a
r

vw
'
7
7
5
. B

y

 

a

 

F
r
i
e
n
d

 

to 

his 

country. 

(jHartf

o.r
d
'
I
7
s
2

l>
で
.あ
る
。
國
家
の
言 

用
狀
態
に
_
し
て
生
じ
た
多
べ
の
評-論
中
に
'
.

}

七
八
5
年Philadelphia

出
版
の.1 :1

書
、Letltia」 c

s
n
i
n
g
h
a
m
.

 T
h
e

 

G
--
P

>

s
e of

 the 

W
H
g
s

 

w
h
o
o
a
s
d

 

their 

M
o
n
e
y

 

o
n

 

the 

p
u
b
l

o'Faith 

fairly 

s
t
a
t
e
d
.

及
び
匿
名
のHh

r
e
，

 

t
t
c
e
r
s

 

a
d
d
r
^
s
e
d

r+
o
t
n
e

 

w
u
b
l
i
c
o
n

 : 

tne 

N
a
t
u
r
e
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F
e
d
e
r
,
d
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n
i
o
n； 
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ロ
CO
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一
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t
a
r
y
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w
e
l
v
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I
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岱
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ニ
七
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a

i

 

I

I

I

 
. 

I

 

ニ
ー
,ハ
'

e,. 
u 

i
c
:
D
e
b
t

力
ぁ
.る
。
此
等
の
册
子
S

Q

問
題
美
に
歲
入
及
s

貨

め

靈
I

じ
I

銀
行
業
間 

に
咖
し
て
初
め
て
論
鏃
し
た’論
文
は：c

o
n
s
f

 t
i
o
3

 

o
p t

げe 

B
a
n
k

 

o
f

匿

h: 

I
r
i
c
a
,

 

l
a

d
e

f

 

I

.

で
>

: ?
之—
次
く
も
の
^

§

鲁

与

、
。
豈
7

最
初
の
出
版
論
文De

b
a
t
e
s

 

a
n
d

 

Proceedi

翁

o
f

 

the, 

Geperai 

o
s
s
e
l

 

of 

p
e
l
l
l
a

 

o
n the 

緩

I

s
 p

r
l

 a

 l
a

l

 

or 

I

I

 

o
f 

the 

L
a
w

 

a
n

n
f

^
 

o

f

. 

^
 

I

-
 

i

l

l

 

"

之
等
の
卯
.子
に
几
し一
層

j

般
的
な
鐵
察
を
行
つ
た
の
这 

p
- 

p Me
d
i
u
m

 

o
f 

C
o
m
m
e
r
c
e

W

H

S

 

s 

r
 

I

I

I

I

I3
 

ネ
 

p

f

. 

I

I

 

f

:
o

l

.

l

l

.

p
 

I

f

 

I

l

(

f

 
に
し
て 

p
e

l

 w
e

f

 

s

l

f

 る
も s

e
l
f

 a
n

 

に
據 
f

 
?

く 

I

 

け
f

1

の

著

書

で

あ

费
.ど)
で
あ
る
。
又
同
一
問
題
は>

1

〔

0
. 

>
. 

s

a

l

,

,

ぞ
ョ
|

 

o
n 

u
s

e
d

 

I

 

o
f 

an 

E

B

f
 of 

f

 

s
d 

g 

the 

M
e
a
n
s

 

of 

l

i

i
 addressed to the 

C
I

S

 

r
 

9
目

1

無

日

附〔

I

〕

。)

中
に
可
成
I

明
な
屢
が
下
さ
れ
て
ゐ
る。
'
 
當
時
の
歳
入
の
_
 

州
勝
1

徴

税

計f
多

ぐ
案

出

せし
め
る
に

5
た
.が
そ
の
中

で

最|

し
す 

T
h
g
f
c
p 

T
a

l
n

f
n

a
L

f

 

t
o
a

 

I

:

:
 

.

.

.
I 

S
u
l
t
e
d
'
t
o

 

the 

0

1
 

I

,
f
.
s 

r
a
tョ

.デ

ミ

M
s
ド

s

§
 

17 ,84
.
)

及

び

消

還

：稅

を

し

た

.

|

曆
精
細
な
：

J
i
3 

5
1
〃
 

の 

1
名
，r 
文 

I
c

n
a

l
l

h
l

c

 

o
r ob

s
e
r
l
n
s

 

o
p the 

F

f
 e 

of the. c
c
l
n
l
t
h

 

b
f Massachusetts

t
o
o
f 

t
e
p
M
W 

0
0
0
^
0
0
^
 

-
o b

e

 

T
r
u
e

 

policv 

or 

a
:
G
e
i

 

I3
1

.
c
o
l
e
r
e
d

 

a
n
d

 

defended. 

B
y

 

Plain 

p

f

,
 (

N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

I.;S6
,〕
.

で
あ
，る
。

上
-l
i
l
J
a
m
e
s

 

S
w
a
n
——

商
A
、
政
治
家
、
取
人
、
著
述
家
を*
ね
た——

は
之
ょ
り
先
き
一
七
七
三
年
に

A

 

Dissuasion 

to 

G
r
e
a
t

tdritain 

a
n
d

 

the 

colonies 

f
r
o
m

 

the 

Slave 

T
r
a
d
e

 

t:o 

Africa. 

(
B
o
s
t
o
n
)

を
著
次
し
卷

頭

M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s

の
知

事

へ
の
献
辭
中
自
ら
蘇
格
蘭
人
ざ
稱
し
て
次
の
檐
な
說
を
述
べ
た
。
奴
隸
制
度
な
：る
も
の 

は

A
f
r
i
c
a

の
秫
族
間
に
戰
郇
を
惹
起
さ
せ
そ
の
俘
虜
を
奴
隸
ヒ
し
て
賣
却
せ
し
め
や
ぅ
$
す
る
も
0
で
あ
つ
て
基 

督
敎
精S

を
毁
ふ
も
の
で
あ
る
ビ
。'.
:
觅
に
奴
|
|船
の
戦
慄
す
べ
き
有
樣
を
詳
述
し*
寧
ろ
黑
奴
ビ
平
和
尨
取
引
を
行 

つ
た
方
が
經
濟
上
有
利
で
あ
つ
て
之
を
實
行
す
る
に
於
て
は

「

今
日
同
地
に 
一
ー+
志
の
：代
價
の
商
.品
を
輸
出
す
る 

英
國
商
人
は
そ
の
時
こ
そ
は
鹿
破
を
輸
出
す
る
様
に
な
る
で
あ
ら
ぅ

」

ど
主
張
し
た
。
又

一

八」

九
年

に

は
>
ロ

>

-:
g
:
r
€
s
s

 

to 

the 

President, 

Senate, 

a
n
d
K
o
u
s
e

 

of K.epresentatives 

of the 

U
n
i
t
e
d

 s
s
e
s
,

 

o
n

 

the 

m
e
a
n
s

-

'
 

.
 

•
1
 

•
 

. 

- 

- 

•.

a

nreathlg 

a

 

National 

P
a
p
e
r

 

b
y

 

loan 

C
f
E
c
e
s

 

w
h
i
c
h

 

shall 
m

u
ロ 

o
 

作

p̂

r +
o

£
 

discredited 

Banks, 

a
n
d

■ 

'

.

r

supersede 

the 

use 

o
f

 G
o
l
d

 

a
n
d

 

silver, 

(
B
o
s
t
o
n
〕

を

著
は
し
て
十
六
偉

®

の
:®
値
あ

.る
八
億 
土 

1
力 
1
0
土
地

- 

.

.
.
.
.

を
保
證
し
て
1
億
五
千
35
典
の
三
分
利
附
流
通
證
券.Jr

e
r
t

 

b
i
l
l
s
)

の

發

行

を

挺

案

し

そ

の

利

益

を

說

い

た

;°
猶 

彼
ば〕

七
九
〇
年
及
び
一
八
こ
八
年
に

p

を
⑺

か
ら
佛
文
の
經
濟
論
文
ニ
镣
を
出
版
し
た
：。

又

農
業
の
經
營
に
關
す
る
典
味
は

A
m
e
r
i
c
a
n

 

H
u
s
b
a
n
d
r
y
,

 

B
y

 

an 

A
m
e
r
i
c
a
n
,

 

f I
7
7
&

に

ょ

つ

て

喚

起

せ

&

.

.

. 

.
 

.

•

»

:
-
 

:
:

れ
ノ
次
い
で 

0
. Varlo, 

A

 

N
e
w

 

S
y
s
t
e
m

 

of H
u
s
b
a
n
d
r
y

 

f
f
o
m

 

m
a
n
y

 

Y
s
r
s

 

EXDerience. 

(Philadelphia, 

I
7OP
5
0が
發
表
さ
れ
た」

.猶
統
熟
^ .
的
硏
究
が
氣
時
に
至
ク
て
双
にJedidia

ダlyEorse,. 
l

rAmerican. G
e
o
g
r
a
p
h
e
r
,

 

(Elizabethtown, 

1
700
9
.

)

中U

始
つ
た
祺
も
亦
注
意
す
べ
き

一

事
で
あ
：つ
^
。

ノ
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七

-
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-

:•
:
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十
卷
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¥
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經
濟
學
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瞥
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斧

(
1
1
s

米
I

濟
I

I

見 

1

s

<

’ 

巧

讀

先

S

論
の
交

へ
ら
れ
S

S

濟
問
題
で

丨

集

け

ナ
t

i

l

悪

家

E

て
傑
S

2

人
I

だ
僅
少
に
過
ぎ
な
か
っ
ぢ
そ
の
中5

揭
の 

Je'erson 

V」
H
a
3
iiton 

が 

b 
る 
9

h
c
l 

I
I
' 

I
 

I

f

高

様

に

1

1

^
一
 

七

八
I

I
 

i

i年

當

S

I

|

琢 

M

o

l

, 

T

I

C
 

r

f
 

汉 

&
 

I

 

 ̂

I

.
及
び 

D
l

t

 

.
d
e
:

ヴ
4
 

I

M

.

化
を
S

た
。
T

I

は
彼
の
f

ょ

っ
V TM

l
s
q
u
I
e
u
.

の

D
e

 

p
i

t

 

de, 

L
o
i
s

の

输

を

發

表

し

た1 

J
e

f

s

之
I

譯

し
_
1
'八

.一一:

年
に
.
p

l

e

f
 

又

一

八

.
一

豪

に

はH

I

は

傷

> 

.
1

 ̂

w
c
o
r
b
n
.
y
.

を

处

に

送

孙

し

飞

來

た0
彼

は

D

b

l
に
，
そ
の
調_
を

柳

め

又
.
§
,
3 

.こ 

そ
の
出
^
を
.說

い

た
。

 ̂

A
 

 ̂

S

^

^

 

t

 

x 

l

l

f

「

煳

到

な

校

閱I

I

へ
た」 

H

V

,
て
t

が

"
.
例

し

そ

の

議

に

ょ

っ

て

益

す

る

所

が

あ

っ

た

S

な

、J
e
f
f
e
r
s
o
n

の

經

濟
I

こ

對 

す

ゐ

哝

一

の

實

献

は

N
o
t
e
s

 

o
n v
f
r
g
i
n
^
o

NJ
'o
o
'e
あ
'る

の

で

み

で

あ

る

ど

云

ち

。

“

l

e

e

r 

Hamilton:

は
_

並
に
政
事
に
携
る
'餘
暇
に
は
歷
史
-
經
濟
學
及
び
！

H

f
る

慕

を

f

ず 

又
■
に

A
d
a
m

 

I

を

硏

焚

し

て

長

篇

の

評

論

を

蒙

し

た

ー

現

奪

ざ

f

 

I

I
せ

含

て

ゐ

る

。

u

n

 

I

 

I

 

S

I

 

fに
し
て
I

に
g

5

#

硏
究
g

窗

L !
l

_

l

l

l

”

l

r 
ノ
.
 i

z
T

バ
ーi

,

v1
/
れ

に

はRe
p
o
r
t

 

o
a

 

the 

I
m
p
o
r
t

 D
u
t
y

を

起

览

し

，た

。

|

七
八
九
年
新

政

鱧

の成
立

' …-一‘。。作,.““哪砂以 卿 姊 哪 ぬ 伽 -版̂ ^ ^ 切̂ ^ 趣^ ^ ^ ^ ^ ^ ^

に
傲
久
f

 b.
I
n
g
t
o
n

の
大
統
領
就
任V」

共
に
彼
は
三
十1

一
才
に
し
て
大
藏
卿
に
選
饪
さ
れ
た
。
そ
し
て
在
職
六
年 

Q

短
時
日
の
間
に
f

の
麵
問
題
を
解
決
し
て
典
和
政
腺
の
ぃ
財
政
上
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
そ
の
間
に
發
表
し
た
獻
： 

々
の
公
文
臀
中
最
も
.重
要
な
の
は
次0 .
董

吿
# '

で
.
*る
。
即
ち
合
衆
_
の
財
政
上
の信
用

恢
復
に
導
い
た「

七
九 

〇
年
及
び一

七
九
五
年
の R

e
p
o
r
t

 

o
n

 

Public 

credit, 

the 

B
a
n
k

 

o
f the 

U
n
i
t
e
d

 

States 

を
劍
立
せ
し
め
る
- 

至
つ
た 

^

f

tr
 

g a

 

N
a
t
i
o
g
l

 

B
a
n
k
.

 

(1790
)

貨
幣
制
度
を
決
定
せ
し
め
た
 

R
e
p
o
r
t
t
h
e

 

E
stabHs 

h
m
l

 
of a

 

Mint. 

(
1
7
9
1
)

及
ひ
其
後
に
於
け
る
保
譴
贸
易
論
の
源
敬̂
な

り

しR
e
p
o
r
t

 

o
n

 

Manufactures. 

(
1791 〕 

之
で
あ
る
。
を
の
他
租
桃
に
關
す
る
諸
報
告
及
び
減
傭
蕋
金
に
論
す
る
.も
の
.等
が
.あ
る
0 

1
1§
.

§̂ Q
.

財
政
上
の
功
.
 

績
.は

W
a
s
h
i
n
g
t
o
n

の
跟
事
上
の
手
腕
及
びMa
r
s
h
a
l
l

の
：司
法
上
の
才
能
に
比
す
、べ
苓
で'あ
る
ビ
云
ふ
0.
.
複

卞

立
 

制
、，減
值
基
金
、
國
立
銀
行
、
そ
の.
財
政
に
關
す
る
.論
策
の
價
値
は
主̂'
し
て
當
時
の
財
政
策.に
直
接
：影
響
を
與
へ 

た
に
止
支
る

が

、製
造
エ
業
に
關
す
.る
報
吿
喾
中
に
主
：張
し
：た
保
讓
賀
易
論
^

至
つ
：て
は
十
九
世
紀
の一
一大
倮
謎
論 

者

I
d
r
i
c
h

 

L
i
s
t
s

 H
e
m
y
.

 

0
.

n
a
r
e
y

の
精
神
的
父
ざ
し
1
保
議
政
策
切
，0名
稱
ヒ」

共
に
彼
の
名
を
不
栲
な
ら
し 

め
た
も
の
で
あ
る
。b

s
t
,

0

1

典
に
そ
の
個
々
の
議
論
は
之
を
增
補
し
或
は
說
明
を
加
へ
た
ぞ
は
异
へ
そ
の
論
據 

は

H
a
m
i
l
t
o
a

の
報
吿
書
中
に
見
出
さ
れV

る
の
で
あ
る
、

(

註)

：

H
a
m
i
l
t
o
n

に
比
す
べ
き
政
治
家
七
し
て
、
專
門
脉
政
家̂
し
て
は
.H

a
m
i
l
t
o
n

に
も
優
る
^
評
せ
ら
れ
る
の
は 

A
l
b
e
r
t

 

l
a
t
i
n

 

(
I76

I-I

I°9
)

で
あ
る
9
彼
は
瑞
西
.の

G
e
n
e
v
a
:

生
，れ
で
ー
.七
‘八
0
年
に
米
：國
に
移
住
し
忆
，

J
e
^
r
s
o
n

が
大
統
領
に
當
選
す
る
や
入
つ
て
太
藏卿
S
な

つ

た

ハ

「

賢

明

，

愼

重
、
：.控

目

な.Gallatin 

.

^Ha
m
U
t
o
n

 

の
施
設
に
殆
で
何
等
の
變®

を
».
へ
中
し
て
十
二
年
の
：
間
«

め
：て
巧
み〔

に
^
1
1
0財
政
.を
蓮
用
し
た
。」

^
§
7 

5
1
十

卷

(
1
1

七
九
.

)

米
齓
齔
擊
の
瘀
也
的
瞥
见.

'

笫
：

M
I

九
バ



:
筋IT

十
卷
.(

ニ
.八
9

米
國
經
濟
學
の
歷
此|

風
：
 

：

第

允

酿

ー

三
0 

€
a
b
o
t

 L
o
d
g
e

 

ih 

E
a
e
y
.
w
r
r
s
u
b

 

§
m .〕

彼
の
.經
濟
及
び
財
政
問
&
に
嫌
す
る
公
文
書
辟
浩
瀚
な
も
の
で*:
る
。 

大
藏
卿
ビ
し
てQ,

報
告
並
に
そ
の
他
の
國.務
文
*

及
び
»
說
か
ら
成
り
何
れ
も
正.し
き
^
.斷

？
記
述
の
IE
確
な
も
の 

で」

ぁ
o'
て
米
赃
の
羅
業
及‘び
則
政
史
0

貴
重
な
秘
撕
で
ぁ
.る
マ」

稱
せ
ら
れ
.る
o 

s
e
l
i
g
m
a
n,

は
彼
の
公
私
の
著
作
を 

次
0 :
1
1
1
»に
區
別
し
た
。
併
し
主
ビ
し
て
十
九
：世
紀
，に
入
つ
て
か
ら
公
に
さ
'れ
た
も
0-
で
ぁ
る
。

•
第

一

期
は 

A

 S
k
e
t
c
h

 

o
f th

作 Finances 

of 

the U
n
i
t
e
d

 states. (
N
e
w

 

Y
o
r

v., 

1
7

9
6
.) ; 

V
i
e
w
s

 

of the 

Public

第
ニ
»

は
何
れ
も 

w
a
s
H
n
g
t
o
n
»

® ^
0 '
>
^,
®

^
>&
*.
*

、

就

中
 

R
e
p
o
r
t

 

o
n

 

t

ゴ e 

Subject 

o
f P

u
d
H
c

 

R
o
a
d
s

 

a
n
d

 

c
&
a
r

(

I
8
0
8o; 

R
e
p
o
r
t

 

§ 
tr:
s
d:
b
jrt
>
*
c
t
.

 o
f

 a 

National 

B
a
n
k
.

 

(

I
8
0
P

)

第
三
*

に
於
け
る
最
も
®
要
な
論
文
はo

i
f
d
e
s
i
o
n
s

 

§ the 

c
u
r
r
l
y
a
n
d

 

B
a
n
k
i
n
g

 

sys^e 
日 

of 

the 

United 

states. (
p
h
D
.
a
d
e
^
H
f

 ..18.3 r..).；

s'cmoria.l 
of 

..OOÎ
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^
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